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研究成果の概要（和文）：呼吸器細菌感染症の早期診断と病勢評価を目的として、呼吸器疾患患

者由来の喀痰を利用した迅速診断法を開発した。本研究では特に呼吸器抗酸菌感染症に注目し

て臨床検体を使用して、16S ribosomalRNA (rRNA)遺伝子を標的した早期診断法を開発した。

加えて 16S rRNA のみで鑑別ができない菌については internal transcribed spacer (ITS), heat 
shock protein 65 (hsp65), RNA polymerase beta subunit (rpoB) 遺伝子解析を追加した。抗酸

菌においては 16S rRNAの相同性が高く他の遺伝子を組み合わせて鑑別診断を実行する必要性

が認められた。 
 
研究成果の概要（英文）：We developed rapid diagnosis and disease stage evaluation method 
for pulmonary bacterial infection. Especially we focused pulmonary mycobacterial infection 
in this study. Principally, 16S ribosomal RNA (rRNA) gene was targeted and other genes 
such as internal transcribed spacer (ITS), heat shock protein 65 (hsp65), and RNA 
polymerase beta subunit (rpoB) were adjunctively utilized. We noticed the similarity of 16S 
rRNA genes among mycobacteria species and the necessity of combination of other genes. 
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１． 研究開始当初の背景 
 
呼吸器細菌感染症特に抗酸菌感染症の診断
は細菌の培養が基本であるが、抗酸菌は発育
に多大な時間を要するため診断の遅れが問
題となっていた。また近年ヒトに対して病原
性のある環境抗酸菌の存在が明らかとなり、

これらの迅速なる鑑別法が要望されていた。 
 
２． 研究の目的 
 
呼吸器抗酸菌感染症の早期診断と病勢評価
と目的として、患者由来の喀痰を利用して細
菌中の ribosomal RNA (rRNA)、特に 16S 

機関番号：82603 

研究種目：基盤研究（Ｃ） 

研究期間：２０１０～２０１２ 

課題番号：２２５９０８７５ 

研究課題名（和文） 呼吸器細菌感染症におけるリボゾーム RNAを利用した早期診断法・病勢

評価法の開発                     

研究課題名（英文） Development of early diagnosis and disease stage evaluation method 

using ribosomal RNA gene in respiratory bacterial infectious diseases 

研究代表者 

星野 仁彦（HOSHINO YOSHIHIKO） 

国立感染症研究所 ハンセン病研究センター 感染制御部 室長 

研究者番号：20569694 



 

 

rRNA 遺伝子を増幅し、核酸配列を解読する
ことで呼吸器抗酸菌感染症早期診断と病勢
評価を行う。 
 
３． 研究の方法 
 
本研究全体について国立感染症研究所医学
研究倫理審査を「呼吸器感染症の早期診断お
よび病勢評価に関する研究」として申請し、
承認されている。患者由来の喀痰より核酸を
抽出しＰＣＲ法で菌由来 16S rRNA遺伝子を
ターゲットとして増幅し、増幅した核酸断片
をサンガー法によって解読した。16S rRNA遺
伝子の解析のみで鑑別が確定しないものは
ITS, hsp65, rpoB遺伝子を標的として増幅し、
同様にサンガー法を使用して核酸を解読し
た。加えてそれぞれの結果を phylogenic tree
を作成することで比較解析した。 
 
４． 研究成果 
 
抗酸菌は他の一般細菌とは異なり菌種間で
16S rRNA 遺伝子の相同性が高かった。現在
taxonomical に異なった菌と分類されている
ものも約 90%の類似性が存在した。よって 16S 
rRNA 遺伝子のみで呼吸器抗酸菌感染症の鑑
別診断を行うことは誤謬を誘導する可能性
が示唆された。そこで適宜 ITS、hsp65、 rpoB
遺伝子の情報を併用して呼吸器抗酸菌の鑑
別を行う必要性が認められた。これらの遺伝
子の併用で呼吸器抗酸菌の鑑別診断が可能
であることが示唆された。 
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